
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　
来
年
４
月
に
東
金
市

で
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
が
部
分
的
に
開
院

す
る
予
定
だ
が
、
救
急
医
療
、

特
に
二
次
救
急
輪
番
に
関
し
、

協
力
、
役
割
分
担
の
話
し
合

い
は
あ
っ
た
の
か
。

A
市
長　

東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
現
実

に
開
業
を
し
て
、
ど
こ
ま
で

救
急
医
療
を
受
け
持
て
る
の

か
、
現
在
、
私
ど
も
は
見
通

し
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実

際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
ス
タ

ー
ト
で
き
る
か
に
か
か
わ
っ

て
く
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 ●

全
小
中
学
校
に
ク
ー
ラ
ー

の
設
置
を

Q　
市
内
19
小
中
学
校
の

す
べ
て
に
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
と
市
の
対
応
は

ど
う
か
。　

A
教
育
部
長　

松
尾
地
区
、

蓮
沼
地
区
の
小
・
中
学

校
と
山
武
北
小
学
校
の
７
校

は
、
航
空
機
の
騒
音
対
策
区

域
で
、
す
で
に
空
調
設
備
が

あ
り
ま
す
。

　

残
り
の
12
校
、
小
学
校
が

成
東
小
、
大
富
小
、
南
郷
小
、

鳴
浜
小
、
緑
海
小
、
日
向
小
、

睦
岡
小
、
山
武
西
小
、
中
学

校
が
成
東
中
、
成
東
東
中
、

山
武
中
、
山
武
南
中
に
つ
い

て
も
、
児
童
生
徒
の
健
康
上

の
見
地
か
ら
、
費
用
面
、
導

入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
課
題

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
空

調
設
備
を
整
備
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

A
総
務
部
長　

必
要
性
に

つ
い
て
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

【
二
次
救
急
輪
番
制
と
は
】

　

山
武
郡
市
内
の
医
療
機
関

（
入
院
施
設
の
あ
る
病
院
）が
、

毎
月
、
夜
間
の
当
番
日
を
決

め
て
二
次
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
を
行
う
制
度
。

　

ま
た
、
二
次
救
急
患
者
と

は
、
手
術
や
入
院
を
必
要
と

す
る
が
、
す
ぐ
に
生
命
に
は

別
条
は
な
い
状
況
の
救
急
患

者
の
こ
と
。

 ●

専
門
職
員
、
技
術
職
員
に

つ
い
て

Q　
職
員
の
人
事
異
動
で
、

市
長
が
一
番
心
掛
け
て

い
る
こ
と
は
な
に
か
。

A
市
長　

適
材
適
所
と
い

う
考
え
方
を
と
り
た
い

と
い
う
こ
と
が
１
つ
あ
り
ま

す
。
若
手
の
職
員
に
は
、
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
考

え
、
管
理
職
に
な
り
ま
す
と
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
適

材
を
適
所
に
配
置
を
し
た
い

と
い
っ
た
こ
と
が
、
異
動
に

関
し
て
の
考
え
方
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Q　
市
の
専
門
職
員
、
技

術
職
員
の
状
況
は
ど
う

か
。A

総
務
部
長　

専
門
職
員
、

技
術
職
員
の
状
況
は
別

表
（
※
）
の
と
お
り
で
す
。

Q　
専
門
職
員
、
技
術
職

員
の
異
動
は
、
資
格
等

を
生
か
し
た
異
動
を
考
え

て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長　

基
本
的
に

担
当
部
署
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
技
術
を
生
か
せ
る

部
署
に
配
属
し
て
お
り
ま
す
。

Q　
技
術
職
で
、
実
績
、

経
験
を
積
ん
だ
方
を

職
員
と
し
て
採
用
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

A
総
務
部
長
　
即
戦
力
に

な
る
と
い
う
部
分
で
、

経
験
者
も
採
用
し
て
い
く
予

定
で
す
。

 ●

教
育
委
員
会
の
連
携
に
つ

い
てQ　

教
育
委
員
と
教
育
委

員
会
で
は
、
市
内
小
中

学
校
19
校
の
情
報
は
共
有
さ

れ
て
い
る
の
か
。

A
教
育
長　

毎
月
１
回
定

例
会
を
開
催
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
、
臨
時
会
を

開
催
し
、
状
況
報
告
を
行
い
、

意
識
、
情
報
の
共
有
は
図
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。Q　

学
校
と
教
育
委
員
会

の
情
報
共
有
は
で
き
て

い
る
の
か
。

A
教
育
長　

学
校
か
ら

の
情
報
は
学
校
教
育

課
で
情
報
内
容
を
整
理
し
、

関
係
各
課
に
情
報
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
学
校
で
起

き
た
事
故
・
事
件
等
に
つ

い
て
は
、「
事
故
報
告
書
」

に
よ
り
教
育
委
員
会
へ
提

出
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

Q　
事
故
、
事
件
等
問
題

が
起
き
た
場
合
、
早
め

に
対
処
を
し
、
同
じ
認
識
の

中
で
対
応
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
教
育
長　

起
き
な
い
よ

う
に
万
全
を
尽
く
す
、

起
き
た
時
に
は
、
混
乱
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
、
最
初
の
対

応
が
一
番
大
事
で
あ
る
と
心

し
て
お
り
ま
す
。

 ●

不
登
校
に
つ
い
て

Q　
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
が
年
々
減
っ
て
い
る

と
聞
く
が
、
市
内
の
現
状
は

ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

市
内
の
小

学
校
で
は
、
平
成
23
年

度
に
48
名
、
平
成
24
年
度
で

42
人
と
減
少
し
、
中
学
校
で

は
、
平
成
19
年
度
に
１
２
１

人
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
に
は
65
人
と
大
き
く
減

少
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
欠
の
理
由
と
し

て
、
登
校
意
欲
や
学
習
意
欲

の
低
下
が
最
も
多
く
、
続
い

て
、
本
人
の
家
庭
で
の
生
活

や
性
格
に
か
か
わ
る
問
題
で

ほ
ぼ
７
割
占
め
て
お
り
ま
す
。
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